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ThePrince∬論
分 断 され たIntegrity
山 田 晶 子
TheWhitePeacockにお いて,ジ ョー ジは,現 代で は稀 有 ともい える純
粋 な全一性 を レテ ィによ り破壊 され,つ いにはアル コー ル中毒 にかか り廃
人同様 になる。TheTrespasserにおいて,シ ー グモ ン ドはヘ レナによって
自己 を完 全 に保 と うと努 めるが,二 人 の仲 は結局破 れ,彼 は自殺す る。
TheRainbowにおいて,第 一世代 の トムは,結 婚する ことによ り独 身時代
に感 じていた 自己の分裂 意識 を克服 することがで きた。WomeninLoveに
おいて,ハ ーマ イオニーは,自 己の分裂 による空 き間 をバ ーキ ンによって
埋 めて もらお うと必死 にな っている。
以上 の数例 か ら もわかる よ うに,D.H.ロレンスの作 品 の重要 なテーマ
の一 つ は,自 己 の全 一性 あるい は完全性(integrity)が分 断 されて しまっ
ていて自意識 に苦 しむ現代人が,い かに してその完全性 を再 び成就 し,そ
の苦 しみから救われるか とい うことである。
ThePrincessにお いて は,そ の現代 人の悲劇の原 因が,「 プ リンセ ス」
と呼 ばれて世界 と関わ らないよ うに父親に育 てられた女性 に代 表 される精
神性 が,「血 と肉」 に対す る優越性 を発揮 したゆ えの もの と して描 かれて
いる。 ロ レンスの生 きた時代 において知識人が人間の精神性,知 性 を重視
し,肉 体 を汚 らわ しい もの と して蔑視 したことに対 して,彼 は人間の完全
性 に とっては肉体 の持 つ意味 が非常 に重 い もので ある ことを主 張 した。
1913年1月 に アー ネス ト・コ リングズに宛てた手紙 にお いて,ロ レンス
??
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が 「私 の偉 大 な宗教 は,知 性 よ りも賢 明 な もの であ る血 と肉へ の信仰 で
す 」1)と書 いているこ とからもその ことがわか る。
ThePrincessにおいて は,ロ メロの死 を考察す るこ とによ り,主 人公で
ある女 性 「プ リンセ ス」 の持 つ精神 主義 の恐 ろ しさにつ いて論 じてみた
いo
人 間は誰 で も"demon"をその 中核 に持 っている とロ レンス は考 えた。
そ の こ とはThePrincessの中で次 の よ うに述べ られ ている。 父親が娘 の
「プ リンセ ス」 に語 る言葉で ある。
九
`M
ylittlePrincessmustnevertaketoomuchnoticeofpeopleand
thethingstheysayanddo,'herepeatedtoher.`Peopledon'tknow
whattheyaredoingandsaying.Theychatter-chatter,andthey
hurtoneanother,andtheyhurtthemselvesveryoften,tilltheycry.
Butdon'ttakeanynotice,mylittlePrincess.Becauseitisallno-
thing.Insideeverybodythereisanothercreature,ademonwhich
doesn'tcareatall.Youpeelawayallthethingstheysayanddo
andfeel,ascookpeelsawaytheoutsideoftheonions.Andinthe
middleofeverybodythereisagreendemonwhichyoucan'tpeel
away.Andthisgreendemonneverchanges,anditdoesn'tcareat
allaboutallthethingsthathappentotheoutsideleavesoftheper-
son,allthechatter-chatter,andallthehusbandsandwivesand
children,andtroublesandfusses.Youpeeleverythingawayfrom
people,andthereisagreen,uprightdemonineverymanand
woman;andthisdemonisaman'srealself,andawoman'sreal
self.Itdoesn'tcareaboutanybody,itbelongstothedemonsand
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theprimitivefairies,whonevercare.21
ロ レンスによれ ば,こ の"demon"こそ人間 の真 実 なので ある。 しか し
現代 人 は,そ れが暴れる ことによ り社会的秩序 が乱 される ことを恐 れ,教
育 によ りそれ を隠 し抑圧 して しまっているのだ。 この"demon"は別の言
葉で言 えば 「無意識 」であ り,"realself"であるの に対 して,教 育 が植 え
つ けるのが"willedself"である。次 の引用 において,「プ リンセ ス」 とい
う人 間の中の"demon"と偽 りの"self"の分裂が見 られる。
No,nowshecamedowntoit,itwasasiftheirtwo'demons'
couldmarry,wereperhapsmarried.Onlytheirtwoselves,MissUr-
quhartandSenorDomingoRomero,wereforsomereason
incompatible.3D
強す ぎる"willedself"は人 間 を破壊 す る。WomeninLoveにおいて,
強固な意志 の持 ち主 であるハーマイオニーはバーキ ンを殺そ うと した し,
機械 に捉 われ た 自我 の強 い ジェラル ドは 自殺 め いた死 に方 をす る。The
Ladybirdにお いて は"demon"は"daredevil"と言 い換 え られて いるが,
その女主 人公 の ダ フネは捌 け口の見つか らぬ"demon"を抱 えているため
病気 に羅 っている。
Daphnehadmarriedanadorablehusband:trulyandadorable
husband.Whereassheneededadaredevil.Butinhermindshe
hatedalldaredevils;shehadbeenbroughtupbyhermotherto
admireonlythegood.
So,herreckless,anti-philanthropicpassioncouldfindnooutlet‐
andshouldfindnooutlet,shethought.Soherownbloodturned
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againsther,beatonherownnerves,anddestroyedher.Itwasno-
thingbutfrustrationandangerwhichmadeherill,andmadethe
doctorsfearconsumption.Thereitwas,drawnonherratherwide
mouth;frustration,anger,bitterness.Thereitwasthesameinthe
rollofhergreen-blueeyes,aslanting,avertedlook:thesameanger
furtivelyturningbackonitself.Thisangerreddenedhereyesand
shatteredhernerves.Andyet,herwholewillwasfixedinher
adoptionofhermother'screed,andincondemnationofherhand-
some,proud,brutalfather,whohadmadesomuchmiseryinthe
family.Yes,herwillwasfixedinthedeterminationthatlifeshould
begentleandgoodandbenevolent.Whereasherbloodwasreck-
less,thebloodofdaredevils.Herwillwasthestrongerofthetwo.
Butherbloodhaditsrevengeonher.Soitiswithstrongnatures
to-day:shatteredfromtheinside.'
七
この引用 にお いて"demon"と同質の もの は"daredevil","passion","her
blood"と換 言 され てお り,"self"は"mind","wil1"と換 言 され ている。 ダ
ブネに うかが われる意識 と無意識の葛藤 は,TheFoxのマーチに もうかが
われる。 きつねが農場 を荒 し始 めてか らマーチ とバ ンフ ォー ドは きつね を
仕止 めよ うと交替で銃 を構 えて見張 りに立つ。 この頃か らマーチの心 には
分裂が起 こり,意 識 と無意識 の錯綜 した半 ば夢見 るよ うな状態 が始 まる。
彼女 は物 を見 て いても本当 には見 ていず,音 が聞 こえていて も本当 には聞
いていず,ど こか放心状態 なのである。 この意識 の分裂 は,マ ーチが現在
の生活 に不満 であ るため,漠 然 と未知の もの を憧 れている ことを示 してい
る。 そ して ダブネの引 き締 め られた口元 に彼 女の欲求不満 が表 われている
よ うに,マ ーチ も口元 をきゅっと結ぶ表情 をよ く取 り,彼 女 の抑圧 された
無意識 の 自我 を表 わ している。
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ThePrincessにお いて は,プ リンセスは 自らの意 志が退 けられる ことに
対 する激 しい憎悪 と,誰 に も自己 を所有 された くない とい う強い願望 を持
ち,そ れが ロメロを拒絶 し彼 を死 に追 いや って しま うことになる。
Whatdidshewant?Oh,whatdidshewant?Shesatinbedand
rockedherselfwoefully.Shecouldhearthesteadybreathingofthe
sleepingman.Shewasshiveringwithcold;herheartseemedasifit
couldnotbeat.Shewantedwarmth,protection,shewantedtobe
takenawayfromherself.Andatthesametime,perhapsmoredeep-
lythananything,shewantedtokeepherselfintact,intact,un-
touched,thatnooneshouldhaveanypoweroverher,orrightsto
her.Itwasawildnecessityinherthatnoone,particularlynoman,
shouldhaveanyrightsorpoweroverher,thatnooneandnothing
shouldpossessher.51
上の引用では 「彼女 は自分 自身(意 識的自我)か ら引 き離されたかっ
た」 とい う表現 と,「誰 も彼女 を支配 しないように,自分 自身が不可触で
あ り続けることを望んだ」 という表現の矛盾 した状態に,「プリンセス」
の意識 と無意識の分裂がうかがわれる。
次に,「プリンセス」がロメロと肉体関係 を持 った時の彼女の心理状態
を考えてみよう。
Shehadnever,neverwantedtobegivenovertothis.Butshe
hadwilledthatitshouldhappentoher.Andaccordingtoherwill,
shelayandletithappen.Butsheneverwantedit.Shenever
wantedtobethusassailedandhandled,andmauled.Shewantedto
keepherselftoherself.s'
六
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「プ リンセ ス」 が父親か ら受 けた教育 は彼女 の"demon"の上 に幾層 もの
鎧 を冠せ て しまっている。"towant"の意味 も"towill"の意味 も"demon"
を求 めるこ ととは別種 の ものであ る。TheLostGirlの中で本来 の 自己 と
は自分がこうで ある と思 っている もので も,こ うあ りたい と思 って いる も
ので もない と書 かれている。"demon"は,次の引用 に見 られる"someun-
realizedpartofher"なのであ る。
Inasombre,violentexcesshetriedtoexpendhisdesireforher.
Andshewasrackedwithagony,andfelteachtimeshewoulddie.
Because,insomepeculiarway,hehadgotholdofher,someunreal-
izedpartofherwhichsheneverwishedtorealize.Rackedwitha
burning,tearinganguish,shefeltthatthethreadofherbeing
wouldbreak,andshewoulddie.Theburningheatthatrackedher
inwardly.'
五
TheEscapedCockにおいて 「死 んだ男」 が 「死」 の重要 性 を強調 して
いる ことから も明 らかなよ うに,「プ リンセ ス」が恐 れて いる 「死 」 こそ
彼女 の甦 りに不可 欠の ものなの であ る。 しか し彼 女 は 「死」 を恐 れ,正
に存在の 「再生 」 になるはず のそれを 「存在 の破壊 」 と考えている。
「プリンセ ス」 は,ロ レンスが他 の作 品で も批 判的 に描 いた 「精神性 」
の権化の ような女性 である。 た とえばTheWhitePeacockのレテ ィとクリ
ス タベル,TheTrespasserのヘ レナ,SonsandLoversのモ レル夫 人 と ミ
リアム,WomeninLoveのハー マ イオニー,TheLostGirlのア ルヴ ァイ
ナの家庭教師 フロス ト嬢等 と同質の女性像で ある。
「プ リンセ ス」 は38歳 になって も25歳 の時 と内面 も外見 も変 化せず,
その不変性が 強調 されている。
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ThePrincesswasthirty-eightyearsoldwhenherfatherdied.
Andquiteunchanged.Shewasstilltiny,andlikeadignified,scent-
1essflower.a　
...NeverforoneminutecouldsheseewiththeoldRomaneyes,
seeherselfassterility,thebarrenflowertakingonairsandanin-
tolerableimpertinence.ThiswaswhattheRomancabmansawin
her.Andhelongedtocrushthebarrenblossom.Itssexlessbeauty
anditsauthorityputhiminapassionofbrutalrevolt.9}
「プ リンセス」が 自ら感 じて いる空 虚 さか ら救 われ るためには男性 と交
わる ことが不可欠 なのであ るが,彼 女 は人間嫌 いにな るよ うに 「気狂い じ
み た」 父 親 に育 て られ て し まっ たの で あ る。 しか しvirginityはThe
EscapedCockで批判 されているよ うに貧欲 さの一種 なのである。
そ して 「プ リンセ ス」 は 「終 って しまった」 人間 であ るこ とが 強調 さ
れてい る。つ まり未知 の部 分,mysteriousな部分 が ないのである。 この
特 質 はWomeninLoveに登場 して いるハーマ イオニーや グ ッドルー ンと
同質の ものである。mysteryのない人 間は機械 と同様 である。機械 は分解
可能 であ り,完 全 に分解 された時 には未知 の部分 はな くな り興味の対 象で
な くなる。 ロレ ンスの作品 中には人間 の行為が 「機 械 的」 と形容 される
場合 が数多 くあ り,現 代人の置かれている危険 な状態 を指摘 している。機
械 に取 りつか れた人間 には,WomaninLoveのジェ ラル ドやLadyChat-
terley'sLoverのク リフォー ドの例 に見 られるよ うに,破 滅の道が残 ってい
るのみである。ThePrincessにおいては機械性 と非人 間性 が次 のように結
びつ けられている。
四
Eventhehorsesmadearushforthelastbit.Theyhadworked
_7
roundtoascrapofspruceforestneartheverytop.Theyhurried
in,outofthehuge,monstrous,mechanicalwind,thatwhistledin-
humanlyandwaspalelycold.101
「機械のよ うな風 」 は 「非人間的 」である と表現 されている。
また8)の 引用 に見 られ るよ うに 「プリンセ ス」が匂 いのない人間であ
る こ とが,彼 女 の非 人間性 を,彼 女 が 「肉 と血 」 を欠いた人 間で ある こ
とを適切 に表 わ して いる。 「プ リンセ ス」 をTheFoxのきつね及 びヘ ン
リー と比較 して みよ う。匂 いは最 も本能的 な感覚であ り,マ ーチは きつね
を探 し求 めて いた時 その匂 いを嗅 ぐこ とがで きる までにな っていた。 そ し
て きつねの匂 いはヘ ンリーの体 が発す る野性の動物のよ うな匂 い と一一体 に
なっている。ヘ ンリー と結 ばれるこ とが救いであるはずのマーチに とって,
匂 いは彼女の意識 の世界 と無意識 の世界 を微妙 に結 合する働 きを している。
次 にロ メロの 人物像 を見 て み よ う。 ドミンゴ・ロメ ロはTheLadybird
のデ ィオニス伯爵 やTheLostGirlのチ ッチ ョと同様 に 「黒 さ」が強調 さ
れている。
Domingo,theheir,hadspenthistwothousanddollars,andwas
workingforwhitepeople.Hewasnowaboutthirtyyearsold,a
tall,silentfellow,withaheavyclosedmouthandblackeyesthat
lookedacrossatonealmostsullenly.Frombehindhewashand-
some,withastrong,naturalbody,andthebackofhisneckvery
darkandwell-shapen,strongwithlife.Buthisdarkfacewaslong
andheavy,almostsinister,withthatpeculiarheavymeaningless-
nessinit,characteristicoftheMexicansofhisownlocality.ui
ロメロの 「黒 さ」 は プ リンセスの 「白 さ」 と対 比 されるべ きであ る。
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彼 の 「黒 さ」 はデ ィオニ ス伯爵 やチ ッチ ョと同様 に,人 間の存在 の完全
性 に とって大切 な無意 識の領域 を呼 び さます温か な生命 の象徴 である。一
方,「プ リンセ ス」 の 「白 さ」 は,レ テ ィやヘ レナの 「白 さ」 と同様 に,
冷た くて生命 を凍 らせる ものの象徴 である。 それ ゆえロ メロには 「プリン
セ ス」 とは反対 に"mystic"な特 質があ る と書 かれて もいる。次 にロメロ
の 目の描写 を考 察 してみ よ う。
DomingoRomerowasalmostatypicalMexicantolookat,with
thetypicalheavy,dark,longface,clean-shaven,withanalmost
brutallyheavymouth.HiseyeswereblackandIndian-looking.
Only,atthecentreoftheirhopelessnesswasasparkofpride,of
self-confidence,ofdauntlessness.lustasparkinthemidstofthe
blacknessofstaticdespair.
Butthissparkwasthedifferencebetweenhimandthemassof
men.Itgaveacertainalertsensitivenesstohisbearingandacer-
tainbeautytohisappearance.Heworealoes-crownedblackhat,
insteadoftheponderousheadgearoftheusualMexican,andhis
clotheswerethinnishandgraceful.Silent,aloof,almostimpercepti-
bleinthelandscape,hewasanadmirableguide,withastartling
quickintelligencethatanticipateddifficultiesabouttorise.He
couldcook,too,crouchingoverthecamp-fireandmovinghislean
deftbrownhands.Theonlyfaulthehadwasthathewasnotforth-
coming,hewasn'tchattyandcosy.
'Oh
,don'tsendRomerowithus,'theJewswouldsay.`Onecan't
getanyresponsefromhim.'
Touristscomeandgo,buttheyrarelyseeanything,inwardly.
NoneofthemeversawthesparkatthemiddleofRomero'seye;
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theywerenotaliveenoughtoseeit.121
ロ メロの 目の特 徴で ある"spark"は,ロッキー山脈 の中で 「プ リンセ
ス」が見た や まね この 目と同質の ものである。
Sparks?‐oreyeslookingatheracrossthewater?Shegazed,
hypnotized.Andwithhersharpeyesshemadeoutintheduskthe
paleformofabob-catcrouchingbythewater'sedge,paleasthe
stonesamongwhichitcrouched,opposite.Anditwaswatchingher
withcold,electriceyesofstrangeintentness,asortofcold,icy
wonderandfearlessness.Shesawitsmuseaupushedforward,its
tuftedearsprickingintenselyup.Itwaswatchingherwithcold
animalcuriosity,somethingdemonishandconscienceless.
Shemadeaswiftmovement,spillingherwater.Andinaflash
thecreaturewasgone,leapinglikeacatthatisescaping;but
strangeandsoftinitsmotion,withitslittlebob-tail.Ratherfasci-
nating.Yetthatcold,intent,demonishwatching!Sheshiveredwith
coldandfear.Sheknewwellenoughthedreadandrepulsivenessof
thewild.13D
「悪魔 的 な何 か」 「悪魔の よ うな警戒」 とい うや まね この描 写 は,ま た
"Romero'sdarkfacelookinground,withastrange,demon-like
watchfullness"14Dと共通 の特 質であ り,ロ メロとや まね こを結 びつけてい
る。 この よ うにロメ ロは,"natural"な存在 体で ある ことが強調 されてい
る。 ロ レンス は"natural"な男性 をしば しば動物 にた とえた り,そ れ と共
通項 を持 つ もの として描 いている。他の例 として は,TheFoxにおけるヘ
ンリー と きつ ね,TheLadybirdにおける デ ィオニ ス伯爵 と毛深 くて黒 く
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て動 物の ようで ある とい う表現,TheEscapedCockにお ける 「死 んだ男」
とお ん どりの生 命性,TheLostGirlにお けるチ ッチ ョの きつね のよ うな
雰 囲気等 がある。
「プ リンセ ス」 は ロメロと接 している間 に彼の 「や さしさ」 を感 じる。
Itwascuriousnowhitemanhadevershowedherthiscapacity
forsubtlegentleness,thispowertohelpinsilenceacrossadis-
tance,ifshewerefishingwithoutsuccess,ortiredofherhorse,or
ifTansygotscared.ItwasasifRomerocouldsendherfromhis
heartadarkbeamofsuccourandsustaining.Shehadneverknown
thisbefore,anditwasthrilling.
Thenthesmilethatsuddenlycreasedhisdarkface,showingthe
strongwhiteteeth.Itcreasedhisfacealmostintoasavagegro-
tesque.Andatthesametimetherewasinitsomethingsowarm,
suchadarkflameofkindlinessforher,shewaselatedintoher
truePrincessself.151
ロメロは,LadyChatterley'sLoverのメラー ズと共 通性 を持 っているこ
とが,上 の引用の 中に見 られる彼の"gentliness","kindliness"の特質か ら
わかる。そ れは メラー ズ とコニーが共有 した"tenderness"と同 じもので
ある。 ロメロが ロ ッキー山脈 中でえぞ松の森 の近 くの小屋 を所有 している
ことも,メ ラー ズが松の木のそばの小屋 に住 んでいる ことと似てい る。
しか し,メ ラー ズとコニーが理想的 な関係 を確立 で きたの に反 して,ロ
メ ロ と 「プ リンセ ス」 の関係 は悲劇の結末 を迎 える。 二人 が肉体 関係 を
持 った後 で,「プ リンセス」 はそれを決 して好 ま しい もの と認 めなか った。
この こ とが ロメロの 「男性」 を侮辱 したのであ る。彼 が 「プ リンセ ス」
を強引 に 「女性 」 と して 目覚 め させ よ うとした ことが 結局彼 を破滅 に導
O
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くことになった。 ロメロは 「プリンセス」 を森の中の小屋に監禁 し,見
回りに来た警備員に発砲 して逆に射殺される。ロメロが殺されてから,牧
場へ戻ってきた 「プリンセス」に対 して知人はロメロは 「気が狂ったの
だ」 と言 う。 しか しここで読者は,小説の冒頭で 「プリンセス」の父親
が 「少 し気が狂った」 と書かれていたことを思い出す。「気が狂ってい
た」父親に育て られた 「プリンセス」 とロメロとではどちらが正気で
あったのか。ロメロは結局世間には受け入れられないタイプの男性 として
描かれ,「プリンセス」は最後には 「普通の男」 と結婚することになり世
間の一員となる。 しかし,この小説において作者はロメロこそ真の 「正気
の」男性であることを主張 し,現代では彼のような人間が排斥 され,「プ
リンセス」に代表 される 「気の狂った」世間がの さばっていることを嘆
いているのである。
?
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